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あるところに、山の中の道にわすれ物がありました。

そこに、みかが走ってきました。そして、わすれ物につま

づき転びました。あとから、山しろうとめぐみがきました。

わすれ物を見た山しろうは、

「なんじゃい、こりゃあ」と言いました。

「みかがころんで血が出ているではないか」

「だいじょうぶ」といっても声を出しません。

ですが、１時間後やっと目をさましました。

わすれ物にはヒビが入りました。

すると、われて中から白いピカピカひかっている、ほう石

が出てきました。

それを見ためぐみは「まぁ、きれいなほう石。山しろう、

これを持ち帰りましょう。」

「だめじゃ、これはおとし物だから。」

3 時間後・・・、

みかは図かんを見ていたら、このほう石がちょうすごいも

のだとわかりました。

そして、そのことをめぐみと山しろうに言いました。

「よし、これをうろう」と山しろうが言いました。

「うん、さんせい」とみかもめぐみも言いました。

そして、ほう石やさんに売って、１兆円をもらいました。

めでたしめでたし。
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